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平成３０年度市長施政方針 

 

Ⅰ 所 信 

平成２９年度第５回出雲市議会定例会の開会にあたり、市

政に関する私の所信を表明するとともに、新年度の主要施策

と主要事業について申し述べ、議員並びに市民の皆様のご理

解とご協力を賜りたいと存じます。 

さて、私は、昨年４月の市長選挙において引き続き３期目

の市政を担わせていただくことになりました。持続可能で安

定的な財政運営を推進するとともに、中海・宍道湖・大山圏

域市長会をはじめとする近隣自治体間や官民での連携を更に

強化し、山陰の経済、文化をリードする元気な地方都市の実

現に向け邁進してまいります。 

新年度においては、「日本遺産」に認定された“日が沈む聖

地出雲”、「日本ジオパーク」に認定された“島根半島・宍道

湖中海ジオパーク”及び国立公園満喫プロジェクトを本格的

に展開していくこととしています。 

来たる２０２０年に向けて“世界中の誰もが知っている、

行ってみたくなる、そして住みたくなるまち「出雲」”をめざ

し、本市の持つ魅力を最大限に発信するとともに、第１次産

業から第２次、３次産業までの総力を結集し、魅力的なまち
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づくりを進めてまいります。 

続いて、新年度の市政運営のポイントについて申し述べます。 

 

Ⅱ 市政運営のポイント 

本市は、「出雲市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げ

る基本目標の達成に向け、若者の雇用の場の創出やＵＩター

ンの促進、結婚・出産・子育て支援や地域特性を生かしたま

ちづくりに全力で取り組んでいるところであります。 

全国的に人口減少が進む中、本市の人口は、合併時の規模

を保っている一方で、生産年齢人口の減少や、中山間地域に

おける急激な高齢化と人口減少の進展など、多くの課題も抱

えています。 

これらの課題解決に向けて一歩踏み出し、更に新たな発展

に向けてシフトチェンジしていくため、本市の強みである多

様性・総合力を発揮するとともに、特に次の３つを重点に市

政運営を進めてまいります。 

 

第１は、「若者が定着する出雲」であります。 

本市では、生産年齢人口が年々減少傾向にある中、景気の

回復基調を背景として、昨年１２月の月間有効求人倍率が 

１．８１倍と極めて高い水準となるなど労働力不足の解消が

喫緊の課題となっています。未来を担う若い世代が出雲で働
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き、定住の地として選んでいただけるよう、様々な分野の雇

用の創出に合わせ、キャリア教育の推進やＵＩターンの促進

など、地元回帰の流れを促す環境づくりを進めるとともに、

定住支援を強化してまいります。 

また、地域での子育て支援については、人と人、人と地域

のつながりによる子育て支援や、将来の本市を担う人材の育

成にも取り組んでまいります。 

 

第２は、「住み慣れた地域で安心して暮らせる出雲」であります。 

本市の人口は、増加が続いている地域がある一方で、山間

部や海岸部は減少傾向にあり、集落機能や農地・森林の保全

管理機能の維持などが課題となっています。地域を支える産

業の振興を支援するとともに、地域の絆を強め、市内のどこ

に住んでいても人と人とが支え合いながら、安心して暮らせ

るまちづくりを応援してまいります。 

また、増加を続けている外国人住民と地域の方々との交流

や相互理解を一層進め、新たなまちづくりの担い手となっていた

だけるよう、多文化共生社会の実現に向けた取組を強化します。 

 

第３は、「魅力にあふれ多くの人が訪れる出雲」であります。 

活気あふれる出雲を実現するために一層の交流人口の拡大

に努め、新たな人の流れをつくり出し、出雲のファンを増や
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していくことが肝要であります。 

本年３月から就航するＦＤＡ（フジドリームエアラインズ）

の静岡便、４月からの仙台便により、出雲縁結び空港の年間

の利用者数は、１００万人に達しようとしています。 

また、鳥取、出雲を結ぶ新たな観光列車「あめつち」の運

行、更には西日本初となるトキの一般公開に向けた取組など

は、交流人口拡大の大きなチャンスであります。 

一方、国内だけではなく、国が成長戦略の柱とする訪日外

国人を４，０００万人とする施策にも呼応し、外国人観光客

にも興味・関心を持っていただけるような特徴ある情報発信

を様々な機会を捉えて行ってまいります。 

 

以下、本市の将来像である「げんき、やさしさ、しあわせ

あふれる縁結びのまち 出雲」の実現に向け、「出雲未来図」

に掲げる４つの戦略プロジェクトに沿って、主要施策・主要

事業についてご説明申しあげます。 

 

Ⅲ 主要施策・主要事業 

１．雇用創出２，５００人プロジェクト 

第１に、「雇用創出２，５００人プロジェクト」についてで

あります。 
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⑴  商工業 

まず、商工業についてであります。 

地元企業への支援については、出雲市地場中小企業・小規

模企業振興会議における意見を踏まえながら、継続して取り

組んでまいります。 

特に、労働力不足に対応するため、県内での人材確保対策

はもとより、県外進学者に直接アプローチする企業を後押し

するなど、県外における取組も強化します。 

また、出雲で働く人にスポットを当てた産業情報サイト

「出雲人
い ず も じ ん

」を通じて、出雲で働くことの魅力を全国に発信し

ます。 

さらに、将来にわたる人材確保や定住促進の観点から、い

ずも産業未来博やＩＴ、ものづくり等の職場体験などを通し

て、次世代を担う子どもたちに、出雲の産業の魅力や地元企

業を知ってもらうための様々な機会を創出してまいります。 

このほか、ものづくり高度技術者やＩＴ技術者等の人材育

成支援、異業種交流や商談会等のビジネスチャンスの提供に

取り組みます。 

医療・介護分野においては、産学官の連携機会を創出し、

新商品や新サービスの開発のためのマッチングを支援します。 

また、中小企業等の事業承継の円滑化や創業促進について

は、商工団体等と連携して相談体制を強化するとともに、創
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業塾などのセミナーやビジネスプランコンテストも開催します。 

さらに、２１世紀出雲産業支援センターを中心に、主に関

東圏の大手総合スーパー等における「出雲フェア」をきっか

けに市内産品の新たな販路開拓を支援します。 

商店街の再生・活性化については、空き店舗を活用した開

業支援、中心商店街などの賑わい創出を引き続き支援します。 

一方、企業誘致については、新規進出や増設に対応できる

新たな工業団地の適地を選定し、今後の整備計画を検討する

とともに、製造業及びＩＴ、事務センターなどソフト系産業

の企業による新設・増設を支援します。 

新エネルギーについては、太陽光発電システムの導入等に

より削減したＣＯ₂をクレジット化して企業等に販売する「神

話の國出雲さんさん倶楽部クレジット」を活用し、森林再生

などに役立て、環境にやさしいまちづくりを推進します。 

⑵ 農林水産業 

次に、農林水産業についてであります。 

農業分野においては、米の生産調整の見直しや、収入保険

制度の開始など、農政の転換となる年がスタートします。需

要に応じた米生産に向け、生産者組織・団体の取組を支援す

るとともに、地域農業再生協議会を中心として、米以外の作

物による高収益化をめざし、売れるものづくりを推進します。 

また、農業３Ｆ事業、ひかわ元気農業支援事業を見直し、
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新たに「出雲農業未来の懸け橋事業」として、市、ＪＡが連

携し、全市一体となった組織により取り組みます。 

さらに、新出雲農業チャレンジ事業をリニューアルし、中

山間地域農業の支援をはじめ、地域の課題解決に向けた提案

による事業展開、新品目の生産などを支援するとともに、情

報通信技術の活用やＧＡＰ
ギ ャ ッ プ

認証取得など、農業の効率化、信

頼性の向上に向けた取組を推進します。 

担い手対策としては、農地中間管理事業などを活用し、農

地集積を促すとともに、集落営農の広域連携や法人化を支援

します。 

新規就農者支援としては、就農初期の負担軽減を図るほか、

アグリビジネススクールでの実践研修、更には果樹リース団

地整備の検討を進めます。 

特産作物については、市場評価の高い、ぶどう、柿、いち

じくをはじめ、ブロッコリー、アスパラガス、菌床しいたけ

などのブランド化や有利販売を支援するとともに、野菜生産

拡大に向けた野菜集荷施設及びリーフレタス栽培施設の整備

を支援します。 

畜産については、飼養技術の向上やコスト削減、品質向上

など、経営体質強化に取り組みます。 

農業基盤整備では、宍道湖西岸地区において、国営緊急農

地再編整備事業が着工の予定であり、スケールメリットを生
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かした高収益な作物への転換に取り組むことで、全国に発信

できるモデルとなるよう、事業促進を図ります。 

林業振興では、作業道整備や利用間伐、松枯れ対策事業等

により、森林の適正管理に努めるとともに、新たに林地台帳

を整備し、森林施業の集約化を図ります。また、市内産木材

の生産拡大と再造林に取り組むほか、後継者確保に向け、林

業事業体の育成、就労環境の整備を支援します。 

さらに、平成３１年度から配分が予定されている（仮称）

森林環境譲与税を効果的に活用する方策について検討してま

いります。 

野生鳥獣の被害対策については、捕獲に重点を置きながら、

防護ネットや電気牧柵等の設置に助成を行います。また、シ

カ、イノシシのジビエの利活用に向け、施設整備の支援も含

め取組を推進します。 

水産業については、２１世紀出雲水産業総合助成事業、内

水面活性化助成事業等により、品質向上やブランド化、後継

者育成、資源回復等の取組を支援してまいります。 

市管理漁港については、長寿命化計画に基づき、保全事業

に着手します。 

２．定住人口キープ１７万人プロジェクト 

第２に「定住人口キープ１７万人プロジェクト」について

であります。 
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まず、定住の促進については、出雲大好きＩターン女性支

援事業、移住・定住促進住まいづくり助成事業を見直し、新

たに「出雲で住まいる（スマイル）事業」として、若い世代・

子育て世代の移住を促すとともに、中山間地域の活性化につ

なげます。 

また、ＵＩターンフェアなど県外での相談会に積極的に参

加するとともに、ＵＩターンの決め手となる就労先の確保に

向け、関係機関との連携を強化します。 

空き家については、空き家実態アンケートの結果を踏まえ、

適切な管理や民間での流通、活用を促すほか、空き家バンク

への登録を促す助成事業を新設します。その一方で、危険空

家については、特定空家の指定などを視野に入れながら対策

を進めます。 

未婚化・晩婚化対策については、島根はっぴぃこーでぃ 

ねーたーとの連携を強化するとともに、婚活支援セミナーや

イベントを、年間を通して開催します。また、女性専用相談

窓口「いずも縁結び女子ｎａｖｉ
ナ ビ

」により、婚活をサポート

してまいります。 

一方、縁結び等をテーマとしたシティセールスについては、

出雲ゆかりの方々の動画配信や、ホームページ「いずもな暮ら

し」の充実により、出雲の魅力を発信するほか、「出雲」ナン

バーの導入に向け、奥出雲町及び飯南町と連携して取り組ん
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でまいります。 

次に、コミュニティ活動の推進についてであります。 

元気！やる気！地域応援補助制度を活用しての地域課題の

解決や地域の活性化への取組、そして自治会の加入促進に向

けた活動などを支援します。 

また、地域おこし協力隊の増員により、うみ・やま（中山

間地域）応援センターの体制強化を図り、少子高齢化や人口

減少に悩む地域の主体的な取組を一層強力にサポートしてま

いります。 

続いて、多文化共生の推進についてであります。 

外国人・日本人双方にとって暮らしやすい出雲市となるよ

う、地域での交流を支援するなど、多文化共生推進プランに

基づく取組を進めます。 

また、国際交流については、姉妹都市であるサンタクララ

市、カラヨキ市などとの民間交流活動を支援します。 

次に、ふるさと応援寄附、企業版ふるさと納税については、

本市と本市を応援いただく方々や企業との絆をつなぐ有効な

ＰＲ手段として、また貴重な財源確保策として、寄附者の思い

に応えられるような工夫を凝らし、積極的な取組を進めます。 

３．交流人口１，２００万人プロジェクト 

第３に、「交流人口１，２００万人プロジェクト」について

であります。 
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まず、交流人口増加に向けた取組の柱となる観光誘客につ

いては、滞在型の観光地をめざし、出雲大社早朝参拝、「日が

沈む聖地出雲」の夕日鑑賞など、出雲での宿泊につながるよ

うな魅力的な観光メニューの開発に向け、民間事業者等と連

携して取り組みます。 

また、国立公園満喫プロジェクトについては、国・県と連

携しながら日御碕観光案内所をはじめとするハード・ソフト

の受入体制の整備に取り組みます。 

さらに、出雲食戦略会議を中心に、そば、ぜんざいなどの

食の魅力をＰＲします。 

外国人観光客の誘客については、海外における「ＩＺＵＭＯ」

の認知度を上げることが重要だと考えます。フランスをはじ

めとする欧米、台湾、香港等を主なターゲットとして、ＰＲ

動画を配信するなど、「ＩＺＵＭＯ」の魅力を伝えることで、訪れ

てみたい地域として海外から認知されるよう取り組みます。 

また、新たにフランス人インバウンドスタッフを配置し、

欧米に向けて効果的な情報発信を行うとともに、外国人ブロ

ガー等を招聘するなど、山陰インバウンド機構や中海・宍道

湖・大山圏域インバウンド機構などと連携してプロモーショ

ン活動を実施します。 

空路では、ＦＤＡの静岡便、仙台便の新規就航を契機とし

て、東海、東北地域に向けた観光ＰＲや情報発信を行い、誘
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客につなげてまいります。 

また、ＪＲグループによる山陰デスティネーションキャン

ペーンの取組の一環である新たな観光列車「あめつち」の運

行を好機と捉え、出雲の多彩な魅力を全国に発信します。 

間もなく駅舎建築１００周年を迎える旧大社駅については、

駅舎を活用したイベントや保存修理に向けた建造物調査を実

施します。 

また、道の駅大社ご縁広場の吉兆館については、民間活力

により、特産品等の販売を中心とした物産館としてリニュー

アルオープンする予定であり、大社門前町の玄関口に位置す

る新たな観光拠点として、集客力の向上やまちあるきの動線

拡大に期待しています。 

次に、文化財の保護・活用については、鰐淵寺境内で釈迦

堂の改修などを行うとともに、田儀櫻井家たたら製鉄遺跡の

保存整備や見学者への対応に努めます。また、国史跡に指定

される「出雲
いずもの

国
くに

山陰
さんいん

道
どう

跡
あと

」については、市道杉沢線の東に推

定される範囲の発掘調査を行ってまいります。 

次に、公共交通ネットワークについてであります。 

バス交通については、路線維持に努めるとともに、ニーズ

を踏まえたダイヤや路線などの見直しに取り組みます。 

一畑電車については、一畑電車沿線地域対策協議会を通じ

て設備の改良、維持に対し補助を行い、安全性の確保と利便
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性の向上を図ります。 

出雲縁結び空港については、周辺住民の環境に配慮しつつ、

引き続き、その機能強化を関係機関に働きかけてまいります。

また、新規就航路線を含め各航空路線の更なる利用促進を 

図ってまいります。 

山陰新幹線や中国横断新幹線の導入については、基本計画

路線から整備計画路線に格上げとなるよう、関係団体と連携

してまいります。 

山陰道については、新年度末に出雲多伎インターチェンジ

と大田朝山インターチェンジの間が開通予定であり、多伎・

大田間が高速道路で結ばれることになります。引き続き、出

雲湖陵道路と湖陵多伎道路の事業促進に努めるとともに、県

内全線の早期完成を国に働きかけてまいります。 

また、宍道湖・中海圏域の都市間を結ぶ８の字ルートであ

る地域高規格道路の境港出雲道路については、全体の整備計

画を示したうえで事業推進が図られるよう、関係団体ととも

に県に働きかけてまいります。 

さらに、国道９号直江交差点や県道出雲三刀屋線、県道斐

川上島線など、国道・県道についても改良・整備を促進します。 

都市計画道路については、下沢高西線２工区、医大前新町

線４工区及び高砂町
たかさごちょう

渡
わたり

橋
はし

線の整備事業に引き続き取り組み

ます。県事業では、出雲市駅前矢尾線と中町瑞穂大橋線が間
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もなく完成する予定であり、新年度は、引き続き神門通り線

２工区の整備を促進します。 

幹線市道については、第２次幹線市道整備１０か年計画に

基づき、第１次計画から整備を継続する１１路線と、新たに

整備に着手する川跡２２６号線など合計１４路線の整備を進

め、うち３路線の完了をめざします。 

生活道路や下水路については、第４次３か年計画に基づき、

計画的に改良を進めてまいります。 

また、道路橋や道路トンネル等については、引き続き定期

点検や健全性診断を行うとともに、予防的な修繕による長寿

命化も図ります。さらに、道路法面については、緊急点検結

果に基づき、落石の発生防止対策を実施してまいります。 

４．住みやすさＮo．１プロジェクト 

第４に、「住みやすさＮo．１プロジェクト」についてであ

ります。 

⑴ 安全・安心 

まず、安全・安心のまちづくりについてであります。 

自然災害、特に洪水への備えとして、国が斐伊川水系の想

定最大規模降雨の基準を見直したことから、浸水想定のハ 

ザードマップを改訂し全戸配布します。  

また、土砂災害については、土砂災害特別警戒区域、いわ

ゆるレッドゾーンの法に基づく指定予定地域の方に対し、県
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とともに、制度や助成事業の丁寧な説明に努めてまいります。 

避難所の環境整備については、良好な避難所の運営ができ

るよう資機材の拡充を図ります。 

また、要支援者に対しては、個別の避難支援計画の策定を

進め、支援体制の充実を図ります。 

原子力防災対策については、周辺自治体の意見が反映され

るよう、国に法整備を求めるとともに、中国電力に立地自治

体と同様な安全協定の締結を求めてまいります。 

また、広域避難計画については、その実効性を高めるため、

国及び県との連携を強化します。 

交通安全対策については、高齢者の運転免許自主返納を支

援するとともに、夜光反射材着用の推進など、交通事故の減

少に努めます。 

消防救急体制については、大社消防署庁舎の整備を進める

とともに、はしご車の更新及び高度救助隊の運用により充実

強化を図ります。また、消防団活性化に向け、消防コミュニ

ティセンターの整備や各種施設装備の充実に取り組みます。 

斐伊川・神戸川治水対策については、いわゆる治水３点 

セットのうち、残る大橋川改修事業をはじめ、斐伊川本川堤

防や宍道湖西岸堤防の強化について、国に働きかけてまいり

ます。 

また、新内藤川や赤川をはじめとする内水排除対策のほか、
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十間川、湯谷川、高瀬川などの早期改修についても、県に働

きかけてまいります。 

次に、子育て支援と健康、福祉の増進についてであります。 

子育て支援については、出雲市子ども・子育て支援事業計

画に基づき、安心して子どもを生み、育てられる環境を整え

てまいります。 

乳幼児期の保育、教育においては、子どもの安全と保育の

質を確保しつつ、受入体制の拡充を図ります。特に、認可保

育所・認定こども園においては、定員枠の拡大等に努めると

ともに保育士の確保、定着化及び施設の拡充支援を図り、待

機児童の解消に努めます。 

また、幼稚園においては、一時預かり事業を新たに４園で

開始します。 

児童クラブについては、市設置クラブの拡張整備や社会福

祉法人等の参入による受入枠拡大を推進するとともに、運営

委員会の運営の安定化、職員定着化のための施策を推進し、

児童の受入体制の充実に努めます。 

さらに、子育て相談・情報発信機能の充実に向け、県立大

学出雲キャンパス内に子育て支援センターを開設するとともに、

スマートフォンを利用した子育て支援アプリを導入します。 

一方で、困難を抱える児童や家庭に対して、迅速かつ的確

な支援を行えるよう、国が推進する子ども家庭総合支援拠点
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の開設に向け、体制づくりを進めてまいります。 

また、発達支援が必要な子どもに早期に気づき支えていく

取組を進めるとともに、成長段階に応じた支援に努めます。 

健康づくりの推進については、がん検診の受診率向上、生

活習慣病の予防から重症化防止対策に取り組むとともに、自死

対策を総合的に推進するため「自死対策計画」を策定します。 

また、健康づくり推進員や関係団体と連携して、地区の特

性に応じた地域ぐるみの健康づくりを推進します。 

母子保健の推進については、母子健康包括支援センター「き

ずな」において、妊娠・出産・子育てに関する相談や必要に

応じた支援プランを作成し、サポート体制の強化を図ります。 

障がい者福祉については、市の障がい者計画等に基づき、

福祉サービスの充実を図り、自立と社会参加を促進します。 

また、昨年施行した、県内初の「出雲市手話の普及の推進に

関する条例」に基づき、手話の普及に一層努めてまいります。 

高齢者福祉については、第７期高齢者福祉計画・介護保険

事業計画に基づき、認知症グループホームの増床など介護 

サービス基盤の整備に取り組むほか、市の独自事業である老

老介護世帯への生活支援などを拡充します。 

要介護者等の自立支援及び重度化防止に向けては、リハビ

リテーション専門職等が参画する地域ケア会議を開催すると

ともに、介護予防活動に取り組む住民の集いの場の立ち上げ
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や運営を支援します。 

国民健康保険制度については、新年度から都道府県が財政

運営の責任主体となり、保険事業の中心的な役割を担うこと

になることから、県と共同して制度の安定化を図ります。 

総合医療センターについては、地域の医療機関や福祉施設

などと連携しながら、急性期から回復期、慢性期にわたる医

療を提供し、患者の早期の在宅復帰を支援するとともに、早

期発見、早期治療等、予防医療の充実を図ります。また、新

公立病院改革プランに基づき、出雲医療圏で果たすべき役割

を着実に実行し、医療の継続的提供に向け、経営の効率化を

図ります。 

続いて、市民の利便性向上に向けた施策についてであります。 

マイナンバーカードを利用して、住民票等が全国のコンビ

ニエンスストアで取得できるサービスについて、新年度中に

は戸籍謄抄本なども交付対象とします。 

また、選挙における投票の利便性と若年層の投票率の向上

を図るため、平成３１年４月に執行予定の県知事・県議会議

員選挙に向けて、新たに市内ショッピングセンター内での期

日前投票所の開設に取り組みます。 

⑵ 人材育成 

次に、人材育成のまちづくりについてであります。 

学校教育については、一人一人に確かな学力を定着させる
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ため、教員の授業力向上やふるさと・キャリア教育の充実な

どに取り組むとともに、次期学習指導要領で示された小学校

における外国語教育の拡充にも取り組んでまいります。 

また、ＩＣＴ活用教育の推進のため、小中学校にＷｉ-Ｆｉ

環境を整備します。 

さらに、年々増加している日本語指導が必要な児童生徒へ

の支援の強化を図るとともに、特別支援教育にかかる心理相

談員や不登校対策にかかる教育支援センターの指導員を増員

するなど、きめ細やかな支援を行ってまいります。 

また、家庭・地域・学校の連携・協働の強化のため、社会

教育計画の策定に引き続き取り組みます。 

一方、教職員の多忙化解消については、国や県が示す学校

における働き方改革と、（仮称）出雲市教職員多忙化解消プラ

ンに基づき、着実に進めてまいります。なお、部活動につい

ては、部活動指導員を配置し、教員の負担軽減を図りながら

部活動の活性化や質的向上に取り組みます。 

小中学校の再編については、乙立小学校と朝山小学校は平

成３１年４月に、檜山小学校と東小学校はその２年後の統合

に向けて準備を進めます。平田地域西部の４地区５小学校の

統合については、継続して地元と協議してまいります。なお、

そのうち北浜小学校と塩津小学校については、平成３１年４

月の統合に向け、準備を進めてまいります。 
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教育施設の整備については、国富小学校校舎、西田小学校

屋内運動場の耐震補強工事や高松幼稚園園舎の耐震補強設計

などに取り組むとともに、檜山小学校と東小学校の統合によ

る新設小学校や第三中学校の整備を進めます。また、日本語

指導の環境改善と教室不足を解消するため、塩冶小学校の校

舎を増築します。 

そして、中学校普通教室へのエアコン整備を新年度に完了

し、小学校普通教室へのエアコン整備に向けた実施設計を行

うほか、新斐川学校給食センターの敷地造成工事、建築・設

備の実施設計に着手します。 

出雲科学館では、小中学校理科学習や科学アカデミー事業

により、科学技術への関心や知識を高め、学力向上と人材育

成に取り組みます。 

高等教育機関については、人材育成・医療等多様な分野に

おいて、大学・専門学校との連携を強化してまいります。 

特に、県立大学出雲キャンパスについては、本年４月に、

「看護学科」と「健康栄養学科」を擁する４年制の「看護栄

養学部」が新設されます。これにより、高い専門性を備えた

人材の育成はもとより、学生及び教職員の増加や、地域との

つながりが強まることによる地域の活性化も期待しています。   

また、引き続き工科系高等教育機関の将来的な立地を検討し

てまいります。 
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生涯学習については、多様なニーズに応える学習機会を提

供するとともに、学んだ成果を地域づくりに生かすことので

きる人材の育成をめざします。 

市民協働によるまちづくりについては、現在の事業を見直

し、市と市民が共有する課題の解決に向けて、市民発の特色

ある取組を支援します。 

男女共同参画については、ワーク・ライフ・バランスの推

進、働き方改革に向けた取組を進めます。また、ＤＶの防止

には若者の頃からの啓発が重要であることから、中学生を中

心にデートＤＶ防止出前講座を実施します。 

子ども・若者の育成、支援については、青少年育成市民会議

や子ども・若者支援センター等関係機関が連携し、子ども・若

者が健やかに成長し、自立・活躍できる地域づくりをめざします。 

芸術文化については、第２次出雲市芸術文化振興指針に基

づき、出雲総合芸術文化祭の開催や出雲芸術アカデミー等に

より、その振興に努めます。 

スポーツ振興については、出雲市スポーツ推進計画に基づ

き、着実に実施してまいります。シティセールスの一環とし

て、第３０回を迎える出雲駅伝の開催や、なでしこリーグ参

入をめざす「ディオッサ出雲Ｆ．Ｃ．」を引き続き支援するほ

か、東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ誘致

等にも取り組みます。 
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新体育館建設については、建設場所を決定するとともに、

基本計画の策定に着手し、整備手法についても検討してまい

ります。 

また、平田スポーツ公園の改修などスポーツ環境の整備に

取り組みます。 

図書館については、市内７館のネットワークを有効活用し、

子どもから高齢者まで、広く市民の読書活動を推進します。

また、子ども読書活動に関わる人材育成に取り組み、家庭・

地域・学校が連携した子ども読書活動を支援します。 

人権・同和教育については、出雲市人権施策推進基本方針

に基づき、同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決が

図られるよう、教育、啓発に努めます。 

⑶ 環 境 

最後に、環境のまちづくりについてであります。 

トキの分散飼育については、引き続き国の保護増殖事業に

貢献してまいります。また、本年中の一般公開をめざして観

察施設の整備を進めるとともに、西日本で唯一、トキが見ら

れるまち出雲として、地元の関係者と協力して「トキによる

まちづくり」を進め、広く情報発信してまいります。 

さらに、斐伊川水系における大型水鳥類の生息環境づくり

や、水鳥が生息する自然環境を生かした地域経済の活性化に

つながる取組については、関係する自治体等とともに検討し
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てまいります。 

次期可燃ごみ処理施設の整備については、本年中に施設の

建設及び運営事業者を決定します。また、敷地造成工事や市

道の改良・新設工事に着手します。 

上水道については、安定供給を図るため向山
むこうやま

配水池の築造

を進めるほか、施設更新計画等に基づき、新向山
しんむこうやま

配水系基幹

管路の整備や老朽管の更新等を進めます。 

あわせて料金についても、水道料金等審議会の意見を踏ま

え、必要な見直しを行ってまいります。 

また、県内水道事業体の広域連携については、島根県水道

事業の連携に関する検討会において引き続き検討するととも

に、出雲市水道事業と斐川宍道水道企業団による２つの給水

体制のあり方について協議を進めます。 

下水道については、出雲市汚水処理施設整備計画に基づき

公共下水道等の事業を推進するとともに、下水道施設の計画

的な更新及び長寿命化に取り組みます。また、下水道事業の

公営企業化については、平成３１年度の移行に向けた準備を

進めてまいります。 

 

Ⅳ 組織・機構の改革 

次に、組織・機構改革についてであります。 

 行財政改革における３年間の集中改革期間にあわせ、平成
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２６年４月から「行政改革部」を設置し、積極的に取り組ん

でまいりました。 

この間の取組によって、実質公債費比率などの財政健全化

指標は改善傾向にあり、一定の成果が得られたことから、平

成３０年４月からは、特任の部は廃止し、総務部に新設する

「行政改革課」において、引き続き行財政改革の取組を推進

してまいります。 

また、支所機能のあり方については、現時点における基本

的な考え方として、住民に密着した窓口サービスに重点を置

く（仮称）行政サービスセンターを、従来どおり旧市町の区

域に配置し、地域のまちづくりや防災業務においても一定の

役割を担う方向で検討を進めてまいります。 

 

Ⅴ 平成３０年度当初予算 

次に、平成３０年度当初予算については、市政運営の課題

の解決に向け、行財政改革の取組を緩めることなく、予算編

成を行ったところであります。 

一般会計の総額は、７６９億５，０００万円で、平成２９

年度当初予算と比較すると、１．０％の減であります。 

また、特別会計の総額は、４９２億９，０８０万円で、対

前年度６．５％減であり、一般会計と特別会計の当初予算総

額では、１，２６２億４，０８０万円で、対前年度３．３％
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の減であります。

Ⅵ 結 び 

新年度は、平成の時代を締めくくる節目の年であります。

本市にとって平成と名のつく出来事でまず思い起こされる

ものは、地方分権の推進を目的とした「平成の大合併」であ

ることは言うまでもありません。明治の合併、昭和の合併を

経て、それぞれが独自の歴史を刻みながら発展を続けてきた

７つの市町が大同団結し、新出雲市として新たな一歩を踏み

出しました。

そして６０年ぶりに行われた出雲
い ず も

大社
おおやしろ

の「平成の大遷宮」。

これを契機に出雲への注目度は一気に高まり、全国に出雲の

名をとどろかせることとなりました。

今、本市は更なる発展に向け、着実にその歩みを進めてお

ります。平成から次の時代へ変わろうとするこのときこそ、

新たな挑戦への始まりと捉え、更に力強く成長する道筋を皆

様とともに描き、市民の総力を結集すべく「同心協力」の精

神をもって、市政運営に全力で尽くすことをお誓い申しあげ、

新年度の施政方針といたします。

平成３０年（２０１８）２月２０日

出雲市長 長 岡 秀 人
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